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第24回 熊本県議会 水俣病対策特別委員会会議記録（平成21年12月14日) 

 

   第 25 回   熊本県議会 水俣病対策特別委員会会議記録 

 
平成21年12月14日(月曜日) 

            午後２時４分開議 

            午後２時34分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 (1) 前回の特別委員会以降の水俣病被害者

対策について 

  (2) 閉会中の継続審査事件について 

  (3) その他 

  ――――――――――――――― 

出席委員(14人) 

委 員 長 西 岡 勝 成 

副委員長 前 川   收 

委  員 児 玉 文 雄 

委  員 松 村   昭 

委  員  倉 重   剛 

委  員  村 上 寅 美 

委  員 渡 辺 利 男 

         委  員  中 原 隆 博 

         委  員  馬 場 成 志 

       委  員 大 西 一 史 

       委  員 氷 室 雄一郎 

     委  員 鎌 田   聡 

     委  員  吉 永 和 世 

           委  員 池 田 和 貴 

欠席委員(なし)         

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 環境生活部 

                 部 長 駒 崎  照 雄 

               次 長 横  田   堅 

         次 長  谷 﨑  淳 一 

  首席環境生活審議員兼     

      環境政策課長  園 田 素 士 

           環境保全課長  宮 下 勇 一 

             水環境課長  小 嶋 一 誠 

     水俣病保健課長  野 田 正 広 

         水俣病審査課長 寺 島 俊 夫 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

   政務調査課課長補佐 野 白 三 郎     

議事課課長補佐 坂 本 道 信 

――――――――――――――― 

午後２時４分開議 

○西岡勝成委員長 それでは、全員おそろい

でございますので、ただいまから第25回水俣

病対策特別委員会を開催いたします。 

 なお、本日の委員会に１名の傍聴の申し出

がありましたので、これを認めることといた

しました。 

 本来11日に当委員会を開催する予定でござ

いましたけれども、委員の先生方には、年末

の大変お忙しい中、急遽日程を変更して、本

日お集まりをいただき、感謝申し上げます。

 日程を変更し、本日の開催となりましたの

は、11日に、水俣病問題の解決のため、知事

と私が急遽環境副大臣へ要望を行うことにな

ったからであります。 

 御承知のとおり、「水俣病被害者の救済及

び水俣病問題の解決に関する特別措置法」が

国会で７月に成立をし、今後、政府が「救済

措置の方針」を策定することとされておりま

す。 

 この方針策定に向けて、10月には、田島環

境副大臣が水俣を訪問し、被害者団体との意

見交換が行われ、11月から各被害者団体と個

別協議が始まり、方針の早期策定に向けた動

きが具体化をしております。 

 しかし、被害者の方々は高齢化し、救済を

待ちわびて亡くなられた方もいらっしゃると

いう現状を直視したとき、一日も早く救済を
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現実のものとしなければなりません。 

 そのことを考えたときに、地元の切なる声

を改めて国にお伝えをし、「救済措置の方

針」を早期に策定していただく必要があると

考え、環境大臣に直接要望することを決断し

たわけでございます。 

 面談の状況については、後ほど執行部から

報告がありますが、環境副大臣からは、県か

らの要望も踏まえ、「救済措置の方針」の作

成作業を急ぎたい、被害者の方々の救済だけ

でなく、地域福祉やもやい直しも重要と認識

している、今後とも、県と緊密な連携をとっ

て、被害者団体との協議を重ねてまいりたい

との発言がありました。 

 私も初めて田島副大臣とお会いをいたしま

して、県議会として、今日まで長きにわた

り、党派を超えて、被害者救済が早期に実現

するよう、国に対しまして意見なり提案を行

ってきたことを説明させていただきました。 

 そのことを踏まえ、副大臣からも、早期解

決のための熱意を示していただき、期待をい

たしているところでございます。これも、今

日までひとえに、皆様方の党派を超えた温か

い御協力、御意見の集約の結果であると、改

めて私からも感謝を申し上げたいと思いま

す。 

 それでは、議題に入りたいと思います。 

 前回の特別委員会以降の水俣病被害者対策

に関する状況について、執行部から報告を受

けた後、質疑を行いたいと思います。 

 それでは、説明資料に基づき、野田水俣病

保健課長及び寺島水俣病審査課長に説明をお

願いいたします。 

 

○野田水俣病保健課長 水俣病保健課でござ

います。座って説明をさせていただきます。

 お手元の説明資料の１ページをお願いいた

します。 

 まず、前回の特別委員会以降の水俣病対策

の主な経緯についてでございます。 

 審査会の方が、10月４日と11月29日、２

回、この間審査を開催しております。 

 10月６日に、知事が、環境大臣初め政務三

役と面談をいたしまして、水俣訪問を要請

し、さらに、救済策の策定方針に当たり、３

つの点を要望しております。 

 １点目が、できるだけ広く救済するという

こと、２点目が、平成７年の政治解決時の課

題を踏まえること、３点目が、迅速な救済の

ための検査体制整備に努めることでございま

す。この３点を要望してまいりました。 

 この要望を受けた形で、10月31日に、田島

環境副大臣が水俣を訪問され、現地視察を行

われるとともに、被害者団体との意見交換を

行われ、救済内容について各団体と個別協議

をするということ、さらに、訴訟をしている

被害者団体とも、裁判所での和解協議が成立

する条件などについて、今後事前協議を開始

するということを明言されております。 

 この発言を受けまして、11月10日、11日、

東京の方で、環境副大臣が、出水の会、患者

連合、不知火患者会、芦北の会、獅子島の会

の５つの団体と個別協議を実施されておりま

す。 

 12月３日に、環境副大臣が、不知火患者会

と２回目の事前協議をされております。この

ときの話として、方向性として出ましたの

が、一時金の額が150万から260万の間、それ

と一時金と療養手当をトータルして考えてい

くという話、それと判定方法につきまして

は、裁判所に第三者委員会をもっていくとい

うような３つの方向性が示されて、それを今

不知火患者会の方が内部的な検討をしている

という状況でございます。 

 12月11日、知事と、西岡委員長も御苦労さ

までございましたけれども、西岡委員長が環

境省に対して要望を行っておられます。 

 その内容につきましては、別紙の方につけ

ております。簡単に内容を御説明したいと思

います。 
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 水俣病問題の解決のための要望書というこ

とで要望された内容でございます。 

 前段の方には、これまでのお礼とか、ある

いは、今までと同じように、一日も早く救済

をしてくれというような内容を書いていると

ころでございます。 

 後段の方につきまして、胎児性の患者の

方々の処遇の改善、あるいは水俣・芦北地域

のもやい直し、そういったものもお願いした

いというふうに書いておりまして、最後に、

丸が５つ出ております。この５点につきまし

て具体的に要望をしたところでございます。 

 まず１点目が、迅速な救済を実現するた

め、検診医の確保について特段の配慮を行う

などの検診体制の整備をお願いしました。２

点目が、これは、今までになかった事柄です

けれども、疫学要件を重視してほしいとの声

が地元に強いため、一定の疫学要件を満たす

者についての再検診というのをお願いしてま

いりました。３点目が、あたう限りすべての

方の救済をするとの観点から、救済策の十分

な周知。４点目が、これも新たな話でござい

ますが、治療を受ける際の交通費負担が大き

い離島等の地域についての特段の配慮。５点

目が、水俣病発生地域の医療・福祉の連携や

再生・融和(もやい直し)、地域振興というこ

とで、この５点をお願いしてきたところでご

ざいます。 

 一応環境副大臣の方からは、要望事項は10

月に被害者の方々と意見交換したときの感触

からも非常に重要な項目であり、同じ思いで

あるという発言をしていただいております

し、先ほど委員長からの報告にありましたよ

うに、「救済措置の方針」の策定を急ぎたい

ということでお返事をいただいているという

状況でございます。 

 では、再び説明資料の方にお戻りいただき

まして、２番目の新たな救済策の実施に向け

た今後の取り組みでございます。 

 その最初が、各被害者団体の要求内容とい

うことで書いております。 

 まず、出水の会でございます。 

 出水の会につきましては、一時金260万

円、療養手当一律２万円、それと、団体加算

金20億円ということが要求内容として出てお

ります。 

 続きまして、患者連合でございます。 

 患者連合につきましては、手帳の所持者へ

の療養手当の支給、それから救済措置から外

れた場合でも被害者手帳を担保することなど

が要求として出ているところでございます。

 続いて、めくっていただきまして、２ペー

ジでございます。 

 ２ページ目が不知火患者会でございます。 

 不知火患者会は、チッソ、国、県の責任に

基づく救済、水俣病被害者として位置づけた

上での救済、それと、一時金、療養手当、療

養費の３本柱というのが主な要求内容でござ

います。 

 最後になりますが、芦北の会、獅子島の会

の要求につきましては、疫学条件の重視、そ

れと、離島手当の支給、認定中に死亡した方

への対応、こういったものが要求として出て

いる状況でございます。 

 (2)今後のスケジュールでございます。 

 現在、国において、被害者団体との個別協

議、あるいは、訴訟を続けている団体とは、

和解協議が成立するための条件等についての

事前協議、こういったものが今後も継続され

てくる見込みでございます。 

 12月11日が、環境大臣から、急ぎたいとい

うような発言があったところでございます。

 こういったことから、被害者団体の意見を

踏まえ、「救済措置の方針」を早期に策定

し、申請手続あるいは検診、そういった準備

作業が整った後に救済策が実施されるという

ふうに考えているところでございます。 

 今後の県の姿勢及び役割についてでござい

ます。 

 訴訟を行っている団体を含め、多くの被害
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者の方々の理解を得られる救済が一日も早く

実施されることが重要という認識に基づいて

おりまして、こうした県の姿勢を踏まえた形

で救済策が実施されるよう、国と緊密な連携

を図ってまいりたいと考えております。 

 また、迅速な救済のために、環境省との事

務的な協議を初め、救済措置がまとまれば早

期に実施できるよう準備を整えてまいりたい

と考えているところでございます。 

 以上でございます。 

 

○寺島水俣病審査課長 水俣病審査課でござ

います。着座して説明させていただきます。

 引き続きまして、３ページでございます。 

 ３ 認定業務の状況についてでございま

す。 

 (1)認定申請の状況につきましては、関西

訴訟最高裁判決以降、認定申請者数は4,072

人でございます。 

 (2)認定検診の状況でございます。県外の

医療機関への委託検診のほかに、水俣市の総

合医療センター内におきまして、県の方から

お願いしております医師により検診を実施す

ることによりまして、検診促進に努めている

ところでございます。 

 (3)認定審査会の開催でございます。認定

審査会につきましては、本年２月、６月、７

月、10月、11月という形で開催をしてきてお

ります。今後も、検診の状況などを勘案しな

がら、円滑な運営を図ってまいります。 

 なお、これまで新救済策の対象者の範囲が

はっきり決まっておらず、棄却相当の方に不

利益を生じさせるおそれがあるといったこと

から、知事の処分を見合わせておりました。

しかしながら、10月６日に、環境大臣から、

棄却者も特措法対象の候補にするとの発言が

あったことを踏まえまして、10月15日に処分

留保を解除し、159名、これは、２月分、６

月分、７月分の審査会開催分でございます

が、これにつきまして、159名の棄却処分を

行っております。また、10月に審査しました

71名につきましても、12月３日に処分を行っ

ております。71名のうち、認定者はございま

せんで、棄却が60名でございます。なお、残

りの11名は、再検診が必要ということで、答

申保留ということになっております。 

 大きな４番でございますが、裁判の状況で

ございます。 

 こちらは、国家賠償関係の訴訟が３件、そ

れから行政事件訴訟関係が３件でございまし

て、司法の場で、県の処分の正当性について

主張、立証を行っていくというところでござ

います。 

 なお、係争中の裁判の一覧につきまして

は、別紙のとおりでございまして、説明の方

は省略をさせていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

 

○西岡勝成委員長 以上で執行部の説明が終

わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 何かございますか。 

 

○渡辺利男委員 先日、11日に、知事が上京

されて出された要望書の中で新たな言葉が出

てきていますので、疫学要件を重視してほし

いとの声が地元に根強いため、一定の疫学要

件を満たす者についての再検診という１項目

が入っていますが、これは具体的にはどうい

うことを要望されているんですか、中身は。 

 

○野田水俣病保健課長 まだ具体的にはこれ

からの協議ですけれども、例えば、漁業従事

者だとか、家族内に認定患者の方がいっぱい

いらっしゃる。自分だけ症候が何にもないと

か、そういった不公平・不満が平成７年のと

きにかなり強かった。そういった疫学条件の

濃い方については、再検診、２回目の検診も

受けられるようにしようかということです。

前回、平成７年のときは、公的検診が１回だ
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けだったもんですから、そういった不満があ

ったということで、そういった不満に対する

解消法として、こういったことを提案させて

いただいたということでございます。 

 

○渡辺利男委員 最高裁の判決が出た後、議

会全員協議会でも決めて国に要望したことの

中に、沿岸住民の健康調査をやってくれとい

うことがありましたよね、あれとは全く関係

ないのか。 

 

○野田水俣病保健課長 先ほど申し上げまし

たように、今回の救済策に手を挙げる方の公

的検診を、１回だけじゃなくて再検診ができ

るようにしようという趣旨でございます。 

 

○駒崎環境生活部長 わかりやすくできるか

どうかわかりませんが、もう少し詳しく説明

します。渡辺委員がおっしゃったような、沿

岸住民の健康診断をやろうというふうなこと

ではなくて、今回の特別措置法に基づいて救

済対象者として判定してほしいという手を挙

げられた方について、平成７年は、公的検診

でマル・バツをつけて、それで、１回バツだ

った人はそれまでだったんですが、そのとき

に、家族の中に認定患者やその類似の方がい

らっしゃって、結果的に医療手帳とかをもら

った人がいて、自分だけが何にもなしだった

という方については、やはりなかなか自分と

して納得できないところがあるという、そこ

が御不満が残った部分ございました。 

 その反省を踏まえて、１回目の公的検診で

は症状ありとして認められなかった方につい

ても、家族の状況など疫学関係を重視して、

濃厚な疫学条件というふうに言っていいかど

うかわかりませんが、家族の状況などから見

て、相当程度水銀に暴露している可能性があ

ると認められる方については、もう一回公的

検診をやり直しましょうという制度をつくる

ということでございます。セカンドオピニオ

ンといいますか、別の先生にもう一回診ても

らおうということになります。 

 これについては、いろいろ問題はありまし

て、最初の先生の判断を信用しないのかとい

う問題、そんなことをやったら、公的検診に

協力するというお医者さんがいなくなるんじ

ゃないかと。自分が一回、この人はどうも違

うと判断したのに、もう一回別の先生に診て

もらうということなら、おれを信用しないの

かということにもなりかねませんので。そう

したことがございましたけれども、やはり被

害者の方々の気持ちにこたえようということ

で、熊本県からの要請もありまして、かなり

環境省も必要性を認めてきてくれておりま

す。それで、今回、知事から、最後にもう一

回知事名で申し入れをするということで念を

押したつもりでございます。 

 

○渡辺利男委員 なら、再検診を受ける対象

者は大体どれくらいいるというふうに把握し

ていますか。 

 

○駒崎環境生活部長 今人数まではなかなか

わかりません。手を挙げられた方それぞれが

どういう家族構成で、家族の認定の状況と

か、医療手帳を持っておられる方の状況と

か、それぞれでございますので、今の段階で

は、まだ具体的に人数がどれだけというとこ

ろはわかりません。ただ、そうしたチャンス

をきちっとつくろうと、チャンスという言い

方は失礼かもしれませんが、そういう道を開

いておこうという趣旨でございます。 

 

○西岡勝成委員長 いいですか。 

 ほかに。 

 

○中原隆博委員 きょうは説明がなかったん

ですが、先般、環境事務次官が現地にお入り

いただいていますね。それはいきなりだった

んですか、それとも、そういった前後のこと
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を踏まえて、向こうとの話し合いの結果とか

内容等も県の方にお話がしてあるのかどう

か、確認させてください。 

 

○駒崎環境生活部長 環境事務次官は、12月

８日、先週の火曜日に来られました。こちら

から事務次官の水俣入りを要請したわけでは

ございませんし、あらかじめ熊本県に対し

て、こういう手はずを整えてくれというふう

な依頼があったわけでもなくて、いわば次官

がただ一人で、管理職とかでなくて女性の事

務官を１人連れて水俣を回られたということ

であります。 

 その内容は、熊本県からも要望しておりま

したけれども、今回特措法に基づいて救済す

るだけでなくて、実は水俣地域には別の問題

がありまして、認定されている方で、認定の

面からいくと解決済みであるんですけれど

も、小児性、胎児性の方がいらっしゃる。そ

の方が最初認定されたころは小さい子供さん

だったわけですが、もう50歳を超えるぐらい

になってきて、その分御両親も年をとってこ

られて、世話をする御両親の方が胎児性の患

者よりも体が小さくて、抱きかかえるわけに

もいかないと。トイレの世話でも食事の世話

でも非常に大変というふうな状況が出てきて

おります。そうした方々をどうするかという

ことが問題としてありますということを熊本

県として申し上げておりましたので、小林事

務次官は、水俣市の「明水園」でありますと

か、民間がつくっております「ほっとはう

す」とか「ほたるの家」とか、胎児性、小児

性の方々がどういう状況で暮らしておられる

のか、行政に対してどういう要望があるのか

を生で聞こうという観点からおいでになった

ということでございます。 

 その結果につきましては、水俣から熊本空

港経由で東京に帰られる途中ということにな

りますけれども、知事を訪ねておいでになり

まして、知事がちょうど議会中でありました

けれども、議会答弁の準備が終わって公邸に

戻っておられましたので、知事公邸で１時間

から１時間半近く報告と率直な意見交換ござ

いました。そうした状況でございます。 

 

○中原隆博委員 部長は同席なさったんです

か。 

 

○駒崎環境生活部長 こちらでは、私と谷﨑

次長、それと事務方の職員が２～３名同席い

たしました。その状況は把握をいたしており

ます。 

 

○西岡勝成委員長 ほかに。 

 

○氷室雄一郎委員 次官の話が一部報道で流

れたんですけれども、この特措法に基づく基

本方針の策定については、裁判の和解協議の

方向性が見えた後にというふうに発言をなさ

っております。この和解と救済、両輪だとい

う国会の話もございますけれども、この辺

は、和解の方がある程度の道筋が見えなけれ

ば救済方針というのが見えてこないという、

そういうニュアンスに受けとめるんですけれ

ども、どうなんですかね。 

 

○駒崎環境生活部長 結論から言えば、表裏

一体という形で仕上げられていくと理解して

おります。 

 といいますのが、特別措置法ができまして

救済方針を政府がつくるということになって

おりますが、不知火患者会ほか裁判を行って

いる団体は、救済方針――特別措置法は、チ

ッソの分社化などが入ったりしていることも

あるかと思いますけれども、特別措置法自体

について消極的な評価しかなさっておらない

面もあって、特措法に基づく救済ならば自分

たちは受け入れないと。ただ、司法救済の動

きの一環として裁判所で和解するんであれ

ば、自分たち被害者側と国・県・チッソの被
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告側が譲歩し合って妥結するのは構わないと

いう基本的な路線を持っておられます。 

 その関係で、救済方針だけ先に固めてしま

いますと、不知火患者会あたり裁判やってい

る側が、それでは和解に応じないとなると、

また何千人という方が救済が終わらない状態

で残ってしまいます。環境省としては、和解

協議をする前提で今話し合いをされていまし

て、裁判をやっている団体が了解する合意点

ができれば、その内容で救済方針に持ってい

けないかというお考えだと理解しておりま

す。 

 そうしますと、裁判やっている団体は、救

済方針として行政が行う救済として受けるん

ではなくて、裁判でかち取ったという形にな

りますけれども、その内容は、特別措置法に

よる救済を受け入れようとしている団体の救

済方針と内容的には同じということになりま

すので、表裏一体、コインの裏表みたいな関

係になるのが望ましいのではないかというの

が環境省のお考えではないかと思っておりま

す。 

 そのために、和解協議を先行させているよ

うな印象がございますけれども、決して特措

法を受け入れていいと言っている団体を後回

しにしているわけではなくて、その団体の声

も十分に聞きながら決着できる点を模索して

おられる。我々熊本県としても、与党ＰＴが

示した基準と平成７年の政治決着の基準の間

で、妥結できる範囲で妥結していただきたい

ということをお願いしているという状況でご

ざいます。 

 

○西岡勝成委員長 ほかにございませんか。 

 

○吉永和世委員 10月６日、知事が環境大臣

初め政務三役と面談された際に、平成７年の

政治解決の課題を踏まえることと言われた

が、課題というのを具体的にどういったこと

なのか、教えていただければと思います。 

 

○駒崎環境生活部長 平成７年が、多くの

方々の御苦労と御尽力、それと被害者団体の

苦渋の決断で成立したというそのことを全く

否定的に述べているわけではございません。

ただ、平成７年の政治決着時に、結果から見

れば、今から振り返ってみますと、若干十分

でなかった点があるというのを課題としてと

らえております。 

 １つは、広報が十分でなかった。救済が行

われるということを知らなかった人がいらっ

しゃった。そこは十分周知を図る必要がある

ということだと思います。 

 それから、受け付けをする期間が少し短か

った。当時の判断を否定するものではありま

せんけれども、当時、振り返ってみますと、

家族の問題、子供さんの結婚や就職の問題、

あるいは、魚関係で養殖漁業や沿岸漁業なさ

っている方は、自分たちが手を挙げると、こ

の地区の魚は汚染されているというふうな印

象になって、風評被害招いて、手を挙げにく

いという方もいらっしゃった。そういう方た

ちにとっては、迷っている間に受け付け期間

が過ぎてしまったということもございまし

た。ですから、十分な事前の周知と若干長目

の受け付け期間が必要ではないかということ

がございます。 

 それと、先ほど申し上げましたように、１

回の検診で対象外とされた方にとっては、自

分の両親も兄弟もみんな何らかの救済があっ

ているのに、何で自分だけ救済されないのか

という納得いかない部分があったと聞いてお

ります。そこについては、先ほど渡辺委員の

御質問に答えましたように、そういう状況が

ある方については、もう一回検診のチャンス

を与えていいんではないかというふうなこと

を意見としているということで、そうした平

成７年の事例を振り返って、改善すべき点が

あるかなという点を課題としてとらえている

と、そういう意味でございます。 
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○吉永和世委員 私も、今回、最終という形

で終わっていただきたいと思うんですが、そ

のために、今言ったような受け付け期間とい

うのが大きく作用するのかなというふうに思

っております。ですから、後から症状が出て

くるという可能性もなきにあらずだと思うん

で、それが後で手を挙げても対応できるよう

な、そういった窓口というか、機関というの

か、そういった受け付け体制というのがあっ

てもいいんじゃないのかなというふうに個人

的には思います。ですから、受け付け期間を

長くセッティングしていただくというのが、

より近づくというか、そういうふうに思って

おりますので、ぜひその点はよろしくお願い

したいなというふうに思います。 

 

○西岡勝成委員長 駒崎部長、何かありませ

んか。 

 

○駒崎環境生活部長 御要望かなと思ってい

たもんですから、済みません。失礼いたしま

した。 

 今の点は、私が申し上げたのは、前回が半

年程度と受け付け期間が短かったので、もう

少し長く、１年半とか２年とかとってはどう

かというふうなことで今検討が進められてい

ることです。吉永委員の御発言は、今は何と

もなくても後から症状が出るという方もいら

っしゃるので、受け付け期間をかなり長く、

門を閉ざさずにというふうな趣旨であろうか

と思います。 

 ただ、その点は、遅発性といいますか、症

状が後から出るという水俣病が医学的にあり

得るのかどうかという点は、今いろいろ意見

が出ているところです。遅発性、後から症状

が出るという学説をおっしゃる先生もいらっ

しゃるし、一方では、水銀を体内に摂取して

もどんどん体外に排出していきますので、一

定のピーク、そこを超えないと症状としては

出なくて、水銀の摂取をやめれば、どんどん

水銀量は減っていくので、後から出るという

のは、ほかの病気が、糖尿病とか高血圧とか

によるしびれとかはあり得るとしても、有機

水銀中毒、いわゆる水俣病自体が後から症状

がというのはないんではないかという学説も

ございます。その辺は、今後十分な議論と検

討になっていくのかなと思っております。 

 ただ、今委員からそういう御要望、御意見

があったことは踏まえさせていただきたいと

思っております。 

 

○西岡勝成委員長 いいですか。 

 

○氷室雄一郎委員 はい、結構です。 

 

○西岡勝成委員長 ほかにございませんか。 

  （｢ありません」と呼ぶ者あり) 

○西岡勝成委員長 ないようですので、次

に、閉会中の継続審査事件についてお諮りを

いたします。 

 議事次第に記載の事項について、閉会中も

なお継続審査する旨、会議規則第82条の規定

に基づき、議長に申し出ることとしてよろし

いでしょうか。 

  （｢はい」と呼ぶ者あり) 

○西岡勝成委員長 それでは、そのように取

り計らいます。 

 そのほか何かございませんか。 

  （｢ありません」と呼ぶ者あり) 

○西岡勝成委員長 特にないようですので、

私から一言申し上げます。 

 冒頭お話しいたしましたように、田島副大

臣からも、とにかく一刻も早く救済を実現し

たいという思いに変わりはないと、改めて強

い決意のほどをお伺いいたしました。しか

し、方針が最終的に決まるまでには、各被害

者団体との議論がまだまだ必要であると思っ

たところであります。 

 執行部には、今後とも引き続き、国と十分
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な連携をしながら、しっかりと取り組んでい

かれることを重ねて要請しておきます。 

 また、委員各位におかれましても、「救済

措置の方針」を定めるに当たって臨時に集ま

っていただく機会もあるかもしれませんけれ

ども、よろしくお願いを申し上げておきたい

と思います。 

 以上をもちまして本委員会を終了いたしま

す。 

 お疲れさまでございました。 

  ２時34分閉会 

 

 

 熊本県議会委員会条例第29条の規定により

ここに署名する 

  水俣病対策特別委員会委員長 
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